
幸R広
9.15尭行43 野宮印刷印刷企画室編集今金町控場発行

や品

tf.で
，./ 

も

写真司宣作を喜ぶ秋祭り

f 

り

ニ百十日 Lす主税 L色づう史」今最高CT;豊作が期待さ

れる。九月 E和名て「ながっ:.J 夜か長よる♂l 月
などのほか、基ミヨ守右 E主熟 L 、食4舎か，詫乙~PZ :.るほど主主

カになるこどか "1)、(飽子〉どしいわれる ι ど》か(

空気力:天高〈すλ、草木 LL i;、'1紅葉 L(、言然か

乙うど t 出ぅ万 三季日てゐる~ ::、王寺号笠f主E祝つ

秋祭りし各地てになf庁に(ワc ろいつれるの:二!7J

秋てゐる 、i亘書号J1x.穫にあわせ品質 V);.い泉主化C')出荷

， -カ Eそそ 子三Lょっ 一

受文
7Jミ秋

9月めこよみ

1日常守、白日 ・二百十日

ila二百三十日

13日司法保:fir之さ E

:SB ~女主 !")5

19 20三 、経ヰ立与

2GB f"岸、つ入 η

23o il:-B-'う呂

2<日証按コr:~!f rJ; ~志士 ξ

月

.t:L~.3j .i.土1.，1/ ".]::・人口 11ω~:- (与)5. S :í~1主者~~ 2.8'17 tt .~;~と人口
八、 123



援

|身!設
体 i措

51irf 
ニbι1
唱司 j 

l常123jl::;;:;::::..j昭和H竿9月15日。::::::;::::::::::::::::::;:::;;;::::::::;;::::::::::広湿いまかね:;:::::::::::E1j::::::::
"' 

九骨化
江
弁
舌
の
帽
再
促
去
F

山

つ
い
て

コ

一
身
内
可

w
J
R
R
E刊

巾~六

-
E
-
な
ど
-」H
引
の
っ
て
民

主
中
一4
っ
て

U
主
十
が
.

IU
ま

た
に

、
古
山
」
歩
る
こ
と
が
で
Ef
c
ず

収

T
6
4
~
て
U
る
人
J
O
心
た
く

ム勺
サ
ま
せ

~2

ム
一
二
日
近
年

1
9リは
令
国
一
山

こ
か

日
J

パ
孟
忠
明
旬
。民
Jz-
卦

n

J川
ニ
7
4
て
、
吾
時
仔

F
b一

-z
-
ら

λ

のな

-R!と
碍
吉

円
dm1
・3
-ゲ
一
口
か
つ
て

ら
ま
A
a
1
2

ォ
A
4
ι
ぉ

!
て
は
、
ニ

心

九
た
ら
の

J
-
M
今
1
44J
に
す
る

た

丹
、
ヘ
ム
守
政
六
、

J
目
叫
珂
F

』
h
d

J
-
9
一江主ぃ
i
1
H
A
壇
の

日
ーか

λ
副
干
-
S
F
4
tv
た
い
幸
王
F~山山

刈
副
手
均
今
一
宅
む
し
て
、
作
竜

門ベ
去
に
適
応
さ
ぜ
る

--
4」を
目

的
乙
す
る
均
場
適
応
J
司

L
実

冠
し
て

L
Z寸
E

d

--
ニ
し
よ
さ
ら

ι，ィ
体
Z
M
J

E
セ
可
仏
製
一
〕
忠
則
羽
毛
，
自
動
七
戸
海

人
・
汀
主
J
rh
t
一日川

'~
A
、
百
害
予

人

V

問
，出
し
よ
う
と
み

1:。
場
合
の

阿
川
舟
パ
山
内
正
訓
宝
t
令
官
三
さ

れ
ま

主

に

b
i体
向
井
害
苦
今
一
席
1
・

を

活
用
し

て

の;

屋 j
用j
を!
図!
ろj

つi

干
す
く
す
る
に

め
、
雇
弔
主
を

吋
慢
と

L
b-
h百
枇
胃
4
d
'O

4
べJ

作
輩
出
誌
の
誌
側

d
B咋
一
軍
の

山
也
市一
促
進
駐
安
川州市
2
2
1
も

E
冠

さ
れ
て
お
り
ま
す
コ

一
-札
-3

の
持
活
府
内

を凶
行
4
明

、
ひ
と

り
で
J
Q
多
く
の
み
陣
苦

害
者
出
盗
用
さ
れ
る
よ
う
詰
』
刀

顧
し
ま
す
3

と
ニ
る
で
今
金
町
内
」
内
百

四
ヤ
人
の
身
体
直
訴
者
が
お
り

こ
の

3
aワ
七
十
人
が
自
宅
主
h
A

主
政
場
で
働
い

て
し
ま
す
2

ま
た
三
十
人

h
J怒
り
が
ご
十一

才
宋
喝
の
苦
ん
T世
で
十
が
、
実

際
に
仕
年
を
一
本
め

て
い
る
万
は

二
十
人
く
ら
い
マ
ナ
ョ

4-の
万
々
の
た
の
に
あ
、
ま

た
宮
告
の

き
口
L41

を
明
、
，
h~
均

-L

も
、
こ

の
月
間
を
通
じ
身
障

者
の
曜
用
促
匡
に
ニ
協
力
頚
い

ま
す
s

な
必
.

4
官
ゅ
崎
市
丘
な
ど
の
ぷ

制
二
つ

い
て
は
、
も
よ
り
の
公

共
職
定
安
定
所

ιた
ず
ね
戸
く

み」

dc
ぃ。

P 

9
0
0
0
e
 

e

い

た

集
つ

の

だ

ブ

義
町

一フ

意

ク

有

火

南

町

防

@
o
o
o
e
 

そ
J
r

ミ円
μ

、乃

泊
並
叫
セ
内
内
つ

ヘーに
'
H
H

蝿
人
防
火
ク
ラ
ブ
の

車
い
u
o
M
F

月一

τr
一
日
河
止

」へ叫
1

J

1

か
札

、
丸

一プ
、丹

民
:
山
1
4
b
L
~
F4勺
つ

ウ

円
F

ず

ら九V
一

-
h
、

u
H

、
ムp
t

A-hTF
U
R
-
z
ヘ川川

k
y
司
づ
か
っ
約
三
十
九
が
出

h
r
i
一
ま
し
た
コ

A
苅

ι
巾1~凶
4
4
か
一
つ
氏
、
円
U

F

庁、
4

出
人
2

門，、キ

一mod
-什一-一
九吋，

q
L
円
七

っ
て
。

防

火
の
し
る

べ
h

一」

司
し
て
JJH

一
円
今
↓
い

た
'
~

る
守
g

h

-

J
」
-

h
q
Z
J
u
e一
樹
日
ヴ
叫
Y
コ
ア
牛

ま
ず

だ九戸
工
島
身
正也
刀
二
心
一
一
-
つ

で
お
-
一

り
や
す
く
、

L
3
Jう
包

均
一九

つ
は

い
で
す
ζ

‘
火
事

の
お
そ
ワ

L
d
m
L
強

A
し
ま
し

歩二

一、
長
C
い
の
出
川
主
か

し
、
州
s
i
t立
科
可
児
問

一て

く
九
t
L
h」
e

同日
時『ザ白
4

宅
一一勺
4

・f一
円
札

み

6

m
プ

ロ
ハ
ン
与
久

、
ゥ
，
，

ノム九川
、
“，M
4〆
一
周
し

て
刀

乍
山

、
汀

九
品
川[ま
し
た
、
，

ち
ょ
っ
と

う
悶
断
か
ら
火
花

は
お

一
一-
9
一い

寸

べ
て
句
円

A

9
人
で
も
あ

り
旬
、
明
り
は
も
ち
ろ
乞
ヤ

ど
む
ま

で

一
弔
そ
う
っ

τの
王
ヱ
ウ
ピ

百
三
よ
?

9
r
一一円

お
っ

ニ

ユ

ア

を
ま
じ

4
ξ
J
I
J
門
中
そ
供

し
て
く
れ
ま

L
t

そ
一
二ご
防
土
2

一フヲ

A
t
ん

は
レ
ヘ
主
守
一向
f
』

a

A

川
子
防
引
た

、
.-

ν
せ
つ
で
、
た
ん
と

い
っ
て
J
O

花
王
町
y

d

W

T

フ
平
日
曲
川
告

り
』
可
制

一
三

-K
A-f
て
坊
ぐ
二
つ

で
丸
る
と

2
A
l
d
J
ま
ず
手

さ
ら
に
ト
4

ポ
は
乃
吟
レ
ヘ
世

搭
舟

-f
A
み
J

ゐ
丹
、
よ
し
2

二
孔
A
i
o

注
工
晋
劫
で
お
A

リ
京

-wF
て
く
る
よ
の
昌
土
と
の
主
宮
町
今一

E
Aり
川
明
る
い
吐
'
E

L
で
つ

'
4
3-

と
引
い
r
hv
J
柏

戸

乏

二

乙
二
行

主
み
な
J
J
L
1
4

山活〈中
rz、山市リ
ペ
一川
川

J
J
与一三三

カ
占」より
ドM
F
」
『
寸

3

町

二
二

下
7
7
7』
l
d
七
主
い
を
同
hr

ヲ

ν
九
回守】
Mm

円
山
i
t
J

、一』
JAq
什
ま
寸

写
真

防
火
ク
ラ
ブ
の
集
い

相
年
住
宅
調
査
に

協
力
下
さ
い

比
げ

-
C
いA
-
f
d
で
力
増
U
H
ゅ
ん
川
市

ι
っ
レ

て
ハ
豆
、
吃】
中一ユ畑一宮
し
て

住
£
一
川
町
原

Z
d
布
。
“
n
m
eF
岨

~
H
H
e

y
-
十

勺
4
の
で
、
耳
3

1

巾
卜
一一同

一口
4
E
4
4
3

調
a

h

仏ド白羽
e

一
.
時
一
一
世
円
台
J

包
‘
建
て
万
、
豆
町
A
崎
明
「

市
市
示
、
所
内
町
川
}
帯
苛
の
可

完
注
目
ホ
ハ
件
前
市
山

H
t

で
n
川崎

一一ベ

ヱ
吐
日
、
件
同
J

4

サ

古

川

叶

d
唱
の

h
望
、
位
地
盟

問
‘
一
掃
一
斗
守
川
p
d
e
Z
4
-
寸
5

ー
合
司
より
'
M
μ

セ
凶
っ
て
高

正
ぶ
人
寸
る
D
J
一一耳ヰ

♂ご
、
た

っ
て

-
}ペ
カ
J
P
、，二一
-iハ
4

p、季、-‘.，....~、、e、e、.;-...0...面、.... 

':...-申守司、...... 許申... ~吋h去、p申ぜh、申吋h伊..... 戸時h戸曜、暗唱幹事必吋..... ・事申、..-..許...... -骨 ... 帝暗唱、。苛......，....，::

無謀運転・ふみ切り事故 ・盗難を防止しょ

C無ミE12追い主主し、[首辞い、除行はつつしもうコ
二盗難やのぞZにもみんなで協力、きさ祭にi通報ょう 。



fffL3〕;:;111;:立広i報い まかね;:::;。:;;::::::;::;::::::::;;;:::::::::::::::::;:;;:昭和43竿9月15E :，':，'，'，':，'，'，'，'，'，'， (書1123J

農

業

機

械

の

事

故

に

万

全

な

迂

志

向

hh荘
乃

4
t
k
t
h
r一
辺
か

る
に
品

、
控
室
弔
問
時
化
が
年

々
邑
め
ら

れ
、
そ
の
苦
n
A
官
設

の
，

hmと
ニ
l
b
，L

大
型
化
、

高
同
一
語
化
の
領
向

ιな
っ
て
き

ま

L
た
a

太
町
べ
-
b
u
、
沼
泊
三
十一
七
年

百
五
十
-
一
一
H

A

H
附
う
ら
開
計
四

十
二
半
ζ

に
二
百
九
台
三
一
倍

に
、
ま
た
、
三
寸
九
位
に
四

十

r'一t
あ
っ
た

ト
ラ
ク
タ
ー
が
呂

ア
二
年
二

ほ
二
一口
十
六
台
と
五

日
に
唱
し
、
そ
の
普
及
呂
は
笥

ひ
と
こ
と

三
A
H
有

h
包

丹

R

R
fJ
を
も
っ

J

り
止
二
礼
ま
し
た

N
訟
硝
弓

守
山
刀

A
正
P

一ーー
し
て
七
耳
可
げ
守
ョ

L

ま，

し
に
か
、

ユ
-円
H

ば
咋
の
恥
唯

x

d
J
y
h

ま

JJ
叫
ご
し
て
い
ま
す
3

川島ゆっ，
て
寸

司
」
努
力
、
郵
政

事
実
九
三
川
。

て
町
内
会
uHA
二
主

芋
し
た
い
考
え
で
す
3

可
J
F
門司

λ
た
さ
ん

よ
送
大
の

・
王
国
力
ー吉

正
記
記
上
を
も
っ
て
お
顕

い
す

-Q
T
ν
U
一い司
-
A
，
。

と
こ
み
で
いv
g
e

郵
民
古
を
あ

げ
♂
t
n
1
1戸
ベ
ヲ
制
空
今
一
町

民
に

注

意

を

殺
に
柄
ぇ
.
し
だ
し

に
大
型
化

し
て

L
ま
A
7
e

こ
の
よ
う
な
ニ
と
か
・
っ
農
世
機

開
に
よ
る
u
p
設
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
3

遣
が
調
在
し
た
投
近

一
か
年
沼
に
雫
主
し
た
釘
併
設
の

状
主
を
み
る
と
、
会
一
道
て
七
ナ

九
件

2
3
hっ
売
亡
が
九
件
で
、

七
十
件
が
向
井
がい

立
と
な
っ
て

い
ま
A
4'矛

死
亡
事
故
泣
ト
一7
n

タ
i
に

よ
る
の
が
ほ
と
ら
ζ

司
、
市η
干

に
苛
中
し
て
い

ま

す

さ

に

匂

HHa
び
か
け
て
し
ま
す
。
二
れ

bi--
酔

ぷ
足
、
法
干
の
司
官

ι
?で
一
日
間

十
る
と
と
ゐ
に
官
記
区
F

げ
を
合

理
一村
之
、
か
っ

1
2酢乃一
高
主
化

ム
V
-
凶
-

d

た
め
で

Aat
-
、
さ
ん

の
事
怯

b
ニ
れ
に
溺
刀
品
一
」

入

L
て
マ
を
い
=
ま
た
、
京
以

そ
ろ
っ
て
の
際
札
も
ご

、五

で

7
2
正
確
に

一一字
く
屈
す
る
た

め
で
す
。

次
v，r
e』
郵
題
担
町
主
、
潤
叫
心
同
一

陣〈
J
3
4

民
経
持
宅
定
と
J1
祉
の

増
唱
に
創

d
さ
れ
た
も
の
で
す

人
な
さ

~
の
貯
金
、
ロペ如、
之
財

政
治
支
計
一宮
内
心

雫
な
苛
金
と

却し』

R
U改
ょ、

U

刊
の
ロ
、安
当

-y
h/

ノ、

て
，ド
A
J
Z
-
1m

h
1
乃
q

f

J

J

捜
南
山
引
よ

λ
省、
A
s

と
、
耕
一
J

ん

吋
ニ
ア
一
一
一
旬
、

z

ァ

タ

十

6
0

勺
Y

7

、
左
足
ぺ
え
一

が
二
十
四

J
J
、

r
a
Y
一
ベ
ル

ド
己
よ
る

T
、
戸
川
寸
円
下
ん
ム

悼
の
四

t
ち
、
一t
a
--
ょ
。
旦

凸
門
貯
な
こ
・

4'
ち
、
マ
円一
U

HH.
時
間
が

二
J

十
七
て
ー
へ

い
F

宝石
日

一ご
三
月
号

t
の
口
内
J

一
a

吾
主
力
多
く
土
化

F
hザ
'o

と
き
、

使
い
か
た
今
よ
く
明
ら

な

い
な
ど
で
、
ち
ょ

っ
と
し

た

不
注

J1か
担
問
で
す
の
守
、
尺

渡

期
を
辺
え
こ
と
L

J
b

史
上
位

高
乃
得
作
v
n
h

チ
思
さ
れ
勺
だ
ナ

，
ア
ナ
守
主
主
主
は
ら

っ
て
作
真

土
品
喝
の
ま
し
ょ
・ヲ。

i
l
i
-
-

な
り
、
地
方
公
定
出
陣

-HF-託

さ
れ
、

τ
校
、
住

吉
、
連
諸
工

年
な
と
こ
隠
さ
礼
択
FV
〈
り

に

役
〆
、
立
'つ
主
ナ
J

今
主
町
て

1

寸
で

4
一
江
二
両
方
向
が
退
任

'
J
H
d

て
L
セ
寸
2

a3μ
二
川
一
一
、
人
と
さ

ι
の

3
K存、
汚
有
ど
の

よ
う
に
差
出

ろ
が
を

つ
品
に
メ
J
2し
て
主
持

の
進
韮
今
一
叶
っ
て
ハ
ま
す
の
で

ニ
ん

-』L
P-

も
一

得
の

-句
協
力
を

頓
い
ま
す
3

・
手

持
丹
市
ニ
つ

い
て
完
引
る
に
唱

P
下
さ
い
a

今
ふ
石
器
使
当
日
(

一

向

幸

.. 

=仁三

一「上話 {ま電青少年会館着工

よし古品lす

ffp守.二た '_.71ゅう、 句 f-'-土六 3苅し

γ+.;;ア〆出ηた， 'と ! í工申 Li~λ 三二 三I

il.~に rセげる コ 通話十ヲとでは出f聞がウう

りま 「勺 iOD罫を fi; ，'~乃 二 とー

1 i5孟て乃喧 k土ぺ;:::司で右川31了

ま寸。何苛、f..j番 目広と市 L;~t:、

ー ζc

電話丹ある方ヘア)T!:器!よ立;3てtB一
、ー ずるの .~ ニ ι丹勺~.~

定品;>!."t".}.dするとき lこな るべ く斗 1

に申し法九で :t壬L• ~ 

叩(Z__内の~，ト '!.il ~É . 工 rr:~ 引 :!i ニ工

りませんg

がiとi:Z8時t買はAii:，so:.:.J-..まーに
用ι宇.....""'':;;)のうち.こ3

今笠揖;』号の窓口.空換は ~r: I;iï 8 
R与おr;-j・ぅ下院うi時まで、土瑞E，f. 
正午まで‘体草Ei;:!:八宝冒とな のま

ず。 今主J1ミi喧~I:f;

12月完成

青
少
年
金
古
乃
日
記
一
三
」
点

二
ヘ

月
三
十
八

日
午
揖
小
ら
埋
設
工

r現
場
，L
支
部
可
長
A

て

E
じ
め

唱
宍
昔
ニ

γ
入
手
主

ま
っ
て
(円

九叫
わ
れ
ま
「
」
た
3

ニハ
U
L
F
は
す
で

ι
一
千
へ

一
日
一
万
八

τ
円
で
前
毘
造
工
叫
工

主
ζ
3
J
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日
目
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d

引
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u
百
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一

L
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一
4
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包一
笠
刀

一一回
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三
六

、
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1
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5

5

7

8

ヨJ

吉
一
二
十
六
六
平
方

メ
ー
ト

ル

ふ

一

日
も
t
ト
い
芳
明
主
待
ち
望

叶斗，

乃
決
研
コ
ソ
J
y
リ

I
1
、
お
よ

J

ん
で
い

を
す
a

勺
ノ

設州

J
M
F
M常
世
コ
，

こ
凡
に
，
叫

と
F

』
切り

で
向

か
の
述
設

ιは

つ
ム

伝

吾
、
体
匂

て

沼

田
一
室
戸

一Z

控
」
民
主
間
交
と
へ
悔
本
広
治

百

か

守

泊

芸

品

7す
ま

主

民

)

湯

浅

秀

H2ん
か
ら

n

O

T
J
事
的
完
咋
J
何
十
三
円
中
司

マ
孔
ぞ
れ
多
鎮
の
F

}

寄
付
A
H
よ

千

円
一
主
で
す
が
、

tH2こ
ち

せ

ら

れ
て
お
り
ま

t

-

同4
4
4
'
1
4
4
，T9
-
4
F
T

費

目

台

風

に

そ

な

え

工

、

ニ
と
し
ら
芝
に
ー
一
旦
?

ン
が
円
っ
て

そ
乏

d
b
~

「
正

に
よ
る

R
Yzーを
す
，
}
し
さ
も
少

た
く
す
る
に
は
ー広
町
』
J

む
さ
り
を

守
行

-Z
I
よ
-3
2

7
告
患
が
近
づ
く
罰

ー
吐
送
ペ
官
仏

W
T市
を
た
し
か

品
、
吋
弔
今
一
た
て
る
。

内

7
-
LH

戸
電
に
ふ
~
な

L
-

マ
ジ
十

、
岬邑

灯
、
う
う

そ
く
を
弔
岳
ず
る

1
m往
時
場
呪

e
L
U
慣
を
惇
認
す

て

d

勺
2

つ
台
患
が
近
づ
い
た
ら

1
民
一円
‘
外
出
は
見
合
わ
せ
る

2
戸
外
を
諮
告
す
る
2

3
地
話
中
る
入
、
が
け
く
ず
れ

に
注
意
す
る
。

4

J

U

一斑
は
局
防
問
、
宮
官
な
ど

ハ
宅
一
勺
』
叫
に
一
フ
。

5
-一
言
ず
屯
気

力

ス

な
ど
火

の
柏
片れ
を
濯
実
，L
匂
N
H
K
メ
モ

中日
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圏
軽
免
寄
制
度

廃
止
さ
れ
る

道
路
交
通
誌
の
一
叩
司
酢
が
改
正

さ
れ
、
九
月
一
日
か
ら
程
自
動

車
は
普
通
自
動
車
と
な
り
、
軽

免
許
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
取

得
し
た
転
免
許
の
取
扱
い
ピ
と
、

九
月
一
日
以
挫
の
免
許
試
験
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

へ
軽
免
許
の
語
い

V
八
月
一
ニ

T

一
日
ま
で
に
取
得
し
た
転
免
罰

と
軽
自
動
車
の
仮
免
許
は
、
九

月

一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
菅
通
免

許
ま
た
は
普
通
自
動
車
の
仮
免

許
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

免
許
を
受
け
て
い
る
方
は
、
公

安
吾
ロ
員
会
か
行
平
一
ノ
手
十
行
」
古

格
す
る
ま
で
は
、
現
在
の
軽
自

動
車
し
か
運
転
で
主
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
軽
自
動
車
川
一
外
の

普
通
車
を
車
転
寸
る
と
佐
山任
務

運
転
と
な
り
ま
す
。

な
丘
、
こ
の
事
交
は
、
九
月

一
日
以
捷
と
に
苛
な
わ
れ
ま
す

が
十
八
才
未
摘
の
方
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん。

〈
免
許
詰
験

V
一
円
か
ら
軽
免

許
が
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
夜
在

の
軽
自
動
車
を
運
転
寸
る
場
合

で
も
‘
普
通
免
許
の
試
問
、
を
受

け
、
合
格
し
て
普
通
免
計
担
の

交
付
を
受
叶
な
け
れ
ば
な
り
ま

壮
」
~
。
こ
れ
も
十
↓
ヘ
才
未
満
目
方
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
む

園
田
新
ら
し
く
自
動
車
を

↑取
得
さ
れ
る
方
へ

さ
き
に
町
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
七
月
一
円
以
降
に

新
ら
し
く
自
劃
車
を
取
出
さ
れ

た
方
に
自
動
車
道
得
読
が
か
カ

り
ま
す
c

と
対
車
は
大
型
特
訟
、
小
型
特

珪
自
配
容
の
-eH

カ
小
型
自
動
車

E
C軽
自
齢
u
L
F

ず
に
中
古
車
も
合

λ
、
-
一
位
豆
類
は
除
か
れ
ま
す

コ
納
入
額
は
取
持
棋
の
三
U
D

で

寸

』
例

ι
は

g
z
-
V
一一-b
MFプ
D
E
D
-
-
一

で
主
税
は
草
川内価
格
十
万
円
以

下
bO
E…
償
、
交
換
で
も
通
常
の
取

引
低
格
で
山
高
校
さ
れ
ま
す
。

。
銑
説
方
涯
は
-一申
告
と
同
時
に

現
金
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
減
免
は
依
幹
T
h

自
由
で
足
代

り
に
促
用
の
自
動
車
で
す
c

こ

れ
に
は
減
免
串
話
器
が
必
要
で

す
。
そ
の
他
く
わ
し
い

こ
と
は

ま
庁
か
税
務
出
張
所
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
(
桧
山
草
月
)

圏
狩
獄
は
正
し
く

事
政
は
未
然
に

北
海
道
で
は
、
十
月
一
日
か

ら
狩
抗
前
禁
に
な
り
ま
す
。
符

酬
は
鳥
時
提
諮

E
狩
猟
に
関
す

る
訟
控
に
よ
っ
て
、
狩
猟
者
の

ρ 

資
格
、
狩
野
期
間
、
捕
獲
損
所

猟
具
な
ど
‘

t
b
E
U

し
く
制
限
さ

れ
て
し
γ

ま
す
c
符
鋭
を
希
望
す

る
万
円、
、

一
訟
の
方
々
も
正
L

い
狩
創
刊
の
却
h
u

酬
を
理
解
、
密
猟

な
と
の
違
反
手
、
事
誌
の
お
こ

ら
な
い
4
う
詫
百
M

V

ま
し
ょ
う

ま
た
猟
銃
の
保
管
場
所
、
火

事
の
取
り
扱
い
方
に
も
T
丹
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う-
。
4
の
ほ
か

鳥
獣
保
革
区
や
、
人
家
近
く
の

狩
猟
に
罪
じ
ら
れ
て
い
ま
す
c

狩
組
期
間
は
二
月
十
五
日
ま
で

で
す
が
期
間
聞
は
寸
ベ
て
の
ハ

ン
タ
ー
が
こ
れ
ら
の
を
曹
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

函
古
い
貯
金
通
帳
は

あ
り
ま
せ
ん
か

郵
便
貯
金
は
、
十
年
間
利
用

し
な
い
と
権
利
を
決
な
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

タ

ン
7
-ヤ
書
籍
な
と
に
古
い
通
帳

が

ιり
ま
せ
ん
か
巳
も
つ
い
ち

ど
頭
パ
て
く
だ
さ
い
草
外
た
く

さ
ん
の
利
子
が
つ

い
て
い
ま
す

郵
政
省
で
ほ
十
一
月
主
で
「
元

利
ム
主
の
通
知
一
を
出
し
て
い
ま

す
治
、
通
知
一一刀届
き
ま
し
た
ら

近
く
町
富
山
便
局
で
古
い
通
帳
と

と
も
に
利
子
記
入
の
手
続
を
l

て
く
に
さ
い
。
ヒ

ン
グ
り
す
る

ほ
と
利
子
が
つ
い
て
い
ま
す
。

(町

内
各
郵
便
局
)

薗
公
民
館
だ
よ
り

新
ら
し
い
図
宮
川
た
く
さ
ん
入

り
ま
し
た
c

ご
利
用
く
だ
さ
い

-

画
庁
内
の
電
話
が

一
部

変
更
さ
れ
ま
す

輯
務
時
間
外
の
電
話
は
止
に

お
か
け
く

f
さ
い
a

番
号
①
つ
一

一一

①

10
一
一
こ

こ
の
電
話
は
当
直
事
に
つ
な
が

っ
て
い
古
エ
ヲ
。

園
北
陽
面
会
展
募
集

第
七
回
北
関
酒
会
M
M
」を
刊
月

1

・
3
日
町
公
民
館
で
開
き
ま

す
t
出
品
種
目
白
絵
巴

(
M
m
絵

ホ
彩

飯
盛
)
出
即
刻
z
題
名
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て

l
E
王

忽
ま
で
搬
入
く
だ
さ
し
巳
誕
絡

は
公
民
館
北
陽
面
会
事
務
問
へ

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

(
八
月
分
)

@
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4
名
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蔵
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日
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(
八

官
と
杉
山
健
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、
福
士
晶
子
戸

今
生
)
和
田
空
安
(
豊
田
」

防
嘩
士
「
航
空
生
川

τ4
1草田

9

t

J

受
付

擢
本
自
転
一宮
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弘一

幻
〉
弓
、

常し
r

恥
航

、
ト

「
Jt
平ザペ一
0
4

一/一

伝
釘
一一ィ，

JK

9
月
婦

r噂
畢
GEν

一
等
陸
、
海
、
空
士
お
才
宋
14R

里
子
常
時
受
付

年
自
置
官

(
技
桁
系
)
日
U
a
t

げ
才
一
木
酌

9
J
H
月

④
婚
姻
4
組

問
中
政
春
日
日

琵
安
子
、
加
藤
4

正

U
E
岸
章
子

(
枠
丘
)
増
田
裕
孝
日
木
村
品
川

干
(
八
束
」
一
立
寸
嵐
一位男
E
桧

谷
邦
子
(
ム
Z
EJ

市
死
亡
7
名

hrh
F

y

士出、

足
和
大
辺
市
、
択
h
h
ソ
刊
(

今
金
)

i

小
抗
邦
平
日
ヤ
山
(
八
如
、

伊
盛
京
太
郎
川
町
、
M
m
山
事
臥
配

(
中
里
)
恥
品
長
一
一

-η(日
進
」

画

人

物

往

来

(
八
月
分
」

I

R
V
雨
舵
開
発
荘
辺
司
阿
部

事
軒
主
汀
合
せ
の
た
め

8
日
U

間
税
町
長
一
行
史
時

9
日
u
核
問
担
民
税
紅
茶
併
レ
円

柑
一
同
ー
の
た
め

同
E
H
函
館
宮
工科
馬
長
、
円
得

隊
二
八
連
隊

LE伊
原

幻
M
H
育
問
民
音
主
隊
二
下
人

演
奏
の
た

時

計
回
れ
よ
]
冠
町
議
視
察
の
た
の

白
日

栓

川
主
口
J

告
宅
瓦
主
、

産
事
詩
rr
作
況
視
察


